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令和７年度全国学力・学習状況調査結果について（概要） 

 

 令和７年４月１７日に実施した全国学力・学習状況調査結果について報告す

ること。 

  

令和７年８月２１日提出 

 

 

                      山陽小野田市教育委員会 

                      教育長  長友 義彦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和７年度全国学力・学習状況調査の山陽小野田市の結果について 

 

山陽小野田市教育委員会学校教育課 

１ 調査概要 

⑴ 調査の目的 

 ○ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分   

析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

 ○ 学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善に役立てる。 

 ○ そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

⑵ 調査期日 

○令和７年４月１７日    小学校 ： 国語、算数、理科   中学校 ： 国語、数学 

○令和７年４月１４日～４月１７日のうち１日（学校ごとに指定） 中学校 ： 理科、生徒質問調査 

○令和７年４月１８日～４月３０日のうち１日（学校ごとに指定） 小学校 ： 児童質問調査 

⑶ 学校数及び学年 

① 市立小学校 １１校 対象学年：第６学年（４７０名） 

② 市立中学校  ６校 対象学年：第３学年（４５４名） 

⑷ 調査内容  

① 教科に関する調査（小学校…国語、算数、理科  中学校…国語、数学、理科） 

※中学校理科は、文部科学省 CBTシステム（MEXCBT）を用いてオンライン方式で実施 

② 生活習慣や学習環境等に関する質問調査 

ア 児童生徒に対する調査（児童生徒質問） 【小学校：７１項目 中学校：７０項目】 

イ 学校に関する調査（学校質問） 【小学校：８４項目 中学校：８４項目】 

 ※児童生徒質問調査はオンライン方式で実施 

 

２ 調査結果 

⑴ 教科に関する調査 

望ましい状況 課題の見られる状況 

【小中ともに】 

○全ての教科（国語、算数・数学、理科）において、全国

平均正答率と同程度であった。 

【小学校】 

○国語「書くこと」において、全国平均正答率を上回った。 

○理科「生命」を柱とする領域では、全国平均正答率をや

や上回った。 

○国語、理科では、記述式での回答が全国平均正答率を上

回った。 

 

 

 

【小学校】 

●算数「「変化と関係」において全国平均正答率

を下回った。 

 

 

 

 

 



⑵ 生活習慣や学習環境等に関する質問調査 

① 児童生徒に対する調査（児童生徒質問）  

望ましい状況 課題の見られる状況 

【小中ともに】 

○困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつ

でも相談できる。 

○読書が好き。 

○これまでに受けた授業では、自分に合った考え方、教材、学

習時間などになっていた。 

【小学校】 

○自分と違う意見について考えるのは楽しい。 

○PC・タブレットなどの ICT 機器を活用することで、友達と

考えを共有したり比べたりしやすくなると捉えている児童

の割合が全国及び県よりも高い。 

【中学校】 

○学校が休みの日に１時間以上勉強する生徒の割合が全国及

び県より高い。 

○自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って情報を整理

する（図、表、グラフ、思考ツールなどを使ってまとめる）

ことができる。 

【小中ともに】 

●自分の考えを発表する機会では、自分の

考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話

の組立てなどを工夫して発表していると

捉えている児童生徒の割合が全国に比べ

低い。 

 

 

 

 

 

【中学校】 

●理科の授業では、観察や実験をよく行っ

ていると捉えている生徒の割合が、全国

及び県に比べ低い。 

 

② 学校に関する調査（学校質問） 

望ましい状況 課題の見られる状況 

○授業では、自分で学ぶ内容を決め、計画を立てて学ぶ活動を

行っていると答えた小・中学校の割合が、全国及び県より上

回っている。 

●ストレスチェックの結果の活用や研修な

ど、教職員自身の心身の健康状態につき

振り返り対処する機会が提供されている

と思うと回答した中学校の割合が、全国

及び県に比べ低い。 

 

３ 今回の結果を踏まえた重点的な取組 

⑴ 継続して行う取組 

① 「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善 

② 学校全体における組織的な取組（モジュール学習、学び直しなど）の推進 

③ 安心して通える学校づくり 

④ 基本的な生活習慣の確立 

⑵ 今後に向けた取組 

① 知識の定着、実践力の向上、非認知能力の育成に向けた体験的な学びの推進 

② 学習内容の定着、自律的な学習習慣を育むための授業と家庭学習の連携 

③ 「個別最適な学び」「協働的な学び」の充実につながる生成 AIや ICTを用いた学習の充実 


